
29年度 30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度
予算額 302億8402万円 311億6500万円276億9700万円 311億7500万円296億6700万円
市民一人あたり 312,925円 350,157円334,566円 350,104円341,102円
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29年度末 30年度末 令和元年度末 令和3年度末
(見込)

基金残高 86億7385万円 77億5012万円 66億7180万円 56億4055万円 47億7520万円
市民一人あたり 97,999円 87,401円 75,147円 63,375円 53,627円
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基 金 残 高 の 推 移（ 普 通 会 計 ）

令和2年度末
(見込)29年度末

市債残高 181億5681万円 196億0063万円 213億1255万円 227億1421万円 249億1431万円
市民一人あたり 205,139円 221,044円 240,052円 255,207円 279,795円

0

5

10

15

20

25

30

0

50

100

150

200

250

300 （万円）（億円）
市 債 残 高 の 推 移（ 普 通 会 計 ）

令和３年度の台所事情

新型コロナウイルス感染症の影響による市税の大幅な減収を踏まえた本市の中期的な財政展望
を全職員が認識したうえで、「選択と集中」による実効性の高い取り組みを行い、山積する将来の課
題に取り組むことを念頭に置きながら、新庁舎整備をはじめとした大型事業を着実に推進し、真に
魅力あるまちづくりに向けて、予算を編成しました。
新型コロナウイルス感染拡大防止対策をすべての事業において徹底し、対策が困難な事業につ
いては、縮小や中止をすることとしました。また、市税の減収による市民サービスの低下を招かな
いよう、臨時財政対策債及び財政調整基金繰入金を増額する一方、行財政改革による各種歳出削減
策を講じ、適切な行財政運営を進めていきます。

※令和３年度末（見込）の市債残高及び基金残高は、「あま市中期財政計画（令和２年度ローリング
版）」の数値を用いています。

◎実質公債費比率
地方公共団体の借入金（地方債）の返済額（公
債費）の大きさを、その地方公共団体の財政規
模に対する割合で表したものです。

令和3年度予算概要を詳しく知りたい方は、「令和3年度主要施策の概要(PDF版)」をご覧くださ
い。

https://www.city.ama.aichi.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/006/768/R3_gaiyou.pdf

◎将来負担比率
地方公共団体の借入金（地方債）など現在抱え
ている負債の大きさを、その地方公共団体の
財政規模に対する割合で表したものです。

5.8％6.6％6.3％6.8％
全国平均(元年度)3年度(見込)2年度(見込)元年度 全国平均(元年度)3年度(見込)2年度(見込)元年度

27.4％59.8％49.4％27.2％


